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Ke靖ch� HASEGAWiI: Stlldy on the Method in the ComparisoH 

日f .He�ht Gr口、17th CUl門下日山内、 -ln the cas世 of 311g� (仁ry戸!olnerﾎa fl1jxmica) 

事~ !iî':制作百l伝説w おけるスベド;ζ ウし、て峨リ悩l完成長，lllkl'ーの lt j(l刀法受検討した勺

7 在日の千Mi\':;jjx; tJ: rJlr\務式!とついて滋イげ十そ検討し， N舖lund Jl:を j草川ずる ζ ととしたが， j也域万l.] ?ζ

求めた N且slund itの{系数長年色合符っと共iこ地ほと t、深い係のあるととがオ〉かった。したがっ

て九日域どとに求めた樹高!日ミJÆill:i線の)jl;浮出(j lζ おける樹高が;尽なる場合の比絞l立国主主であった ω

とのため，蒸守党紛lておけるおおよさ独\れ芸;数iζj含めた;::~およびモの逆数を!Eみと

冷良好な約J長1)~ィ専られる乙とがわ九った。

ζ ぴ)j九Jミ lこ jm t:.c紋郊にふRiidこ lllJ総式の iじ絞長77与うで F 本州l!J向絡めスヂのn'Z湾 rð: kR苦~?;t象条件で G

J1f!，域 i己分け t~\域間の紛主成炎úil線与を ltAiz lノTこが;;K. 3 グノレ_.:/ r:. )，)-Jlj されるとと辛子れした。

ま fたこ)'茶去E寸禦?寧:鈴の;紛t色封i社j 凶尚:j (~の干ドド民心~').方jう7

L定官主数女の{紡l的車 lはま|前〕日冶1Hκζ5分〉空おi詩1 し 7たご 3 ク Jルレ守ア3 で旨 はっきりした綴聞にある ζ とを!i)jらか忙しタ との仮で地域イう

そ自の i 'JW，な ζc1r 長 )Jえした。

in t11台 southwest 01 Honshu Island-

めじiま

J;H高成長について地域や， JMfFのi乞 ji交， ，jうるいは培効果の判定安しようとすると弘司よれ 般に使用

されている方法とじて修正H:î'!i1: rlli線のパライーヲ f{， b の/入、/れによる判断1; ， 71: 2主図上 0)!�':: Pf'; [llî線での*u

い t，'li1三方法としては小坂崎i伊)~おなどがあるがし寸志れも税党的判断によるものであり p

~t{;(n7) 0)タ安京一角庁貯による成長期の判)}II t:r i去などがあの 7対係で行った私の，京..，. 6)

9 

<~)ο 

スギの校.fi:');J1比 R(1.Cザつい℃数滋の ltlト匁s:tからえ耳石?の良いju:>土ソ:を選び，地域ど

と~ Hnfî[ごとに求めた樹高足立}品目線式本い，分散分析の手()dとより地i戎rm 0:\ JJ;絞 )Tt1売を検討 i ノ fごっ

;，j;:lJfj'f'.のとりまとめにあたり，資料。コ集合j'1C労をわずらわした大阪?寺林局計nHìi1来の f!i~ 1.8 1主'(;， i祁伝導会

いただいf冷林業試験場経;tJ; .m~莱j訴訟IJjî 研究議長，忽努 l~弟jJíJにあ:た f 七労ヰわずらわしたJllij，'[;J tiz 行;と謝:~~;(

;j: 'Î、安次第である勺

資料と地域[K分n 

本研究 iCi!] し、九:資料は，大阪紫林i誌が林地生澄ブj向授のため管 t).う ---H で行ったプロットレス翻変地点で

採取した樹終解析:十こを大級BHi;Jij O) !i子裁により j;Hf; していただい允ものである。

深苦言 <3 For.恥1anage. ",,3 1976{ド 2 Jl 2 H 'i::E'l' 
(日間Plli3芝 ~:&l
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大阪営林局i立本列i浅南部の全域を管内 lともつがg スギのjLえ湾ーを大きく左手?すると言われる気iR，降雨;忌

などの気象条fH主管内の地域によって大きく異なり，福井の気候区分Sl では本介i 西南部を北波ヲr! n弘北

九州，瀬戸内海，京IW，南海気候にほ分している。このため筆者lむとれらの気候店主分を勘案し，水州部

南部を Fig. 1 (ζ示した次の 6 地域!c大思りして樹高成長会比較検討するとととした。

①二i七陵地域・府副石川県下診稲井県}"，滋賀県北部

③ IJr 陰地 j氏…フ;ミ都府;jじ富山兵燦g:Ul::告:1，鳥JlY. D尽に烏絞県下

③ rJr[努 jJ百ll11地域… "dllゴm1下，広島県z ド

③ dr隊東部地域…日間rll!系民兵隊県南部

③ 近畿地域…，京都府)考古15，滋 iを!県内J部，三主主J!i1Jt l'ill，ぷ良県北部p 大阪府ード

⑤紀州地域...川和歌山県下，奈良県南部，三百11築南部

地域7Jfj， 1出位J!?数 (40)fγ!:で Jl ljの資料分布は?司ble 1 のとおりである c

との“ぶからわかるように治位指数の綴閣は各地域とも 6 m'~，，24m'であるが， 大部分は1.4 111 から 20m

してし、る。

Fig , 1 資料採取佼霞と地域区分

Experí日lented places and region呂1 division , 

また土壌')jN51iJにみた資料の分布は

Table 2 の溜りで 13D ~~+壌がさ主体

の58慰安市め， BD(d) 却土壌は2596

で，丹、:色+.を含めた適潤'1\'!こ1二撲の占

める割合は開%である。つぎに， jι 

壌;_eJ，どとの，\JL均的地位指数字v地域活IJ

にみると Fig， 2 0);丞りである。 1 奇

ノ1';:J<l)らは fïì'!j~，j二漆型での地減にお

ける地位指数のiまいを生JJVJの地域

絡禁」 と呼んでいるが Fig， 2 か

ら北陸地域がやや1a;い{立 ITそにある

が，他の地域については地域格惑を

認めるととは困難であっ 7ニ。

イrable L 資料の地{立婦数/.lIJ 分布

Distribution of the matedal in r日l品tIon to site inde叉

I也 イな J旨 数
平均地

地 主主: 位指数6 8 ¥0 12 14 16 ¥8 4ハ o 22 24 

j七 ;澄 f ノl 5 5 9 1 ~) 11 11 も ハJ 69 \4 , 93 

IU λ ハ ムA宮 6 16 42 52 62 IUザ 1 29 4 266 17, 13 

j_l l 阪西部 3 11 。， 22 22 32 35 16 S l55 17.27 

!Li 際東部 ム内 2 7 J.a 22 30 25 22 4 127 17, 92 

�iﾏ: 機 ム ιつ'"" 3 5 8 7 4 31 j 7, 79 

fri~ 州 1 9 2 12 8 12 。 凶つ も3 16, 47 

2 15 34 42 104 120 157 ¥38 80 19 711 



時五:;;成わìlJ1r，奈の ltJf立ち 1'1; 。こ[努ずる liH5'G (長才り 11) 0時 5 命W

Table 2. 資料の二七 i式劉Jjlj 分1Íî

Distr兊utioll 0:( the material in relation to soil type 

l'J，ù(め おD PlJ ll ,Jl[ 
‘吋'"'

ゴ乙 9 26 34 

Iﾜ 9 58 153 8 1己

P首 1¥ ♂ 8 101 6 日

隊 jf' 2γ 81 11 I 、 、

珖ﾏ ν~ì~為~; 13 16 2 

tel 'JH υ 。 27 ，ーJラ、s

38 I 179 I 110 I 2品! 11 I 。

残2ftの分布ーから地i割引閣の見:絞に遇した縫11:: えを;玄

lピナることとし/て、ここ iC T iJ.INitiふ lfi立樹iIj

をあらわ L a, b, b!, b2, K (立定数， t は 7司令 #(:î

0, 1, 2 お舎かえたものでぬるの

との場行。それぞれの i沿線式な}虫色気ど 2 のれごあてはめて

III 樹言語店主義曲線式の選定

られる

いわゆる樹高成夜illl線五たは 1f? 〈から内外の研究者

によコて数多くぬ家三qっ)i:xßJ}F~ )1Ü) ちなされてい

る、 f宇都立とれらのよいから

log 万一日十h去、の ..，..匂.. ,.. ( 1 ) 

何百 ~'a怜1;Jbz-J、件 ....(2)

H~"a トb logT ....……日"，."・( 3) 

[J ご 、.、，( 4) 
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llt""K~ 改善 …………………... (守》

の 7 式をilliÌぴ殺だ5えの適合のiを?をと らrJ)

( 1 ) どの~t!.の rll! r~~jえがよ〈適合寸るか

(2) 氾J戒のちがし、 lとより Jìlli{ì町 itこ{j百りはなし寸ρ

(3) よる迎合

A13長

。猿

君0.íilll 
'" :.IJ慨無印

議
)1'1 

.Fi認.2 ιL主義1'1 と地位指数の関係

Rel乱tion betwζ:en soi1 type and site index. 

などな nij らかにじてそのrtÍl総式の)@1i~;:決定する必裂ノがあるの

i治 j店長エての適合問。は，線JWで表わされた11t:i:[~式であれば， 府関係数 (r) ， j会相関係数 (R) ， あるいはtJ::.~

詑係数 (R2) などによって fl]況できるが? とこでは対数多 T)T平丸 l)!!数などで02放の変続安打ったうえ
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で ~IR:JJ\二予定lj~で推定式ぞ求めているので r， R , R2 などによ〈で磁波j怠合性を比絞するととはできな

い。 したがって ζ こでは 8則JCE-SCHUMACKER が [lll総の遜会を示?尺j交とレて提案しているCorrelation

Ind ex. (C 1， 相関指数)18lを採用するとととした。とれはあてはめた命線による捻定織の標準官ii\Æム観測供与

の標tt;t;録設とのよ色で君主わ§れるものであるが， またCorrelation Index の対立概念;として推定式の残波

鋭mU{iI'rの綴trj1仁偏差のiちで表わされる AJ.onatÍon Index (A1, /i:ttß社員数〉がある。

嶺15) Iま信州W，2)Tカラマツ林:t;.\;>j} J[;Z稜表i\IÆ授にちた 4ωどj髭JlIずる式のJwùtl の比較を A1 で子j二なってい

るが， AJ と CI との問には次の務係があ~) y 

1,=CP+AI2 

AI が小さいほど， すなわち残ZJlの小さいほど CI2 は 1 、ことがうjえされ?:) 0 ζ とでは

次式で求められる CI2 で捻定式の適合t'tをlt~えするとととした ο

CI2= 不全乏11 ・…一.'..，....，・ H ・-首"".，.，.…. "‘・….，.，……・ (8 ) 
工ム(H-H)"

倉台営j;，J;器管内から 44三もらrJ~r路東部i地域では [11

ら鈴木，紀州地域では新宮~ lW~J虫f'営;f/t:器管ド{~0}から 18;本をお~H中1 し，待1;1< ごとに樹齢 5 主r:か

ら 5 {fどとに45年までのお)Jtl\î ~(ごついて(1 >，~( 7)式をおてはめ，さらに地位指数ごとに分類して Cl話会

::j:<:めた。その *r~-]泉が Table 3 tζ示しであるロ

Table 3. J出城舎地位指数 )j!J fとみた Cf2

Cf2 in accordance with locality and site index 

\父\資~--._料、'''.，地一位地一、 指-、J数~ 或\三三 8 10 12 14 16 18 20 .22 24 "‘E l'~:g 

紀iliiil 際東部陰 4 8 7 7 8 、:~ 。 44 
2 、j 4 3 2 ') 21 

jfb~、三m山 列1 l 2 3 2 3 、~ ノ 1 18 

1事4L九1ii3Jj 隊東部ノ除m 
。. 9 \,3 0.891 0.796 。開 867 0.850 0.892 O. ヲ1. 5 0.905 O. 日73

( 1 )式 O. 544 0.888 0, 885 O. ヲ34 O. ヲ 16 00959 0.931 0.93ヲ 。‘ 972 0.906 
O. ヲ67 0.876 0‘ 864 。岨官48 0.973 0.937 ()命ヲ65 0.942 O. 923 。， 938

系山山iZ[拶紫昔州1;全日 0.98ヲ O. ヲ72 0.970 O. ヲ92 0.990 0.997 0.9ヲ9 。拘 998 。.989

(.2 )式 。首 924 O. ヲ91 0.990 0.992 0.997 0.999 0.9守9 0.999 0.996 0.992 
0.987 O. ヲ88 0.989 。φ994 0.998 。.995 0.9ヲ7 O. ヲ96 0.998 0.9ヲ4

紀Iiiiii 湯東州桧市 0.957 0.937 0.873 O. ヲ 19 0.904 O. ヲ 35 0.945 0.944 。崎 922

(3hl'; 0, 719 0.935 O.9:J7 0.952 0.950 O. ヲ64 O. ヲ58 。.965 0, 972 。ヲ41

。@ヲヲ l 0.934 0.922 o宅 975 。‘ 986 0.967 0.988 0.971 0.975 。‘ 970

紀i1l11i 陽東部州設 0.99.3 0.982 0.988 0.995 0.994 0.998 O. ヲ98 O. ヲ99 。喝 994

( 4 )式 。‘ 984 0.992 0.993 0.987 O. ヲ98 0.999 O. ヲ99 0.999 0.986 。咽 994
。噌 992 0.989 0.99:.1 0.996 0.998 0.996 O. 9ヲヲ 。司 997 0.9ヲ5 O_996 

紀iil|jl 陽東州j部i会 O. ヲ83 0.976 0.9ヲ l 0. 984 0.982 。旬ヲ67 0.957 0.96ヲ O. ヲ75

( 5 )式 0.924 0.982 。. 981 0.914 ()町 96J 0.948 。ーヲ51 。盲ヲ48 0.864 O. 守49
0, 964 0.984 。.9ヲ5 0.957 oーヲ 14 ()‘ 952 0.942 0.951 0.981 0，ヲ55

紀は山!陽東部?え O. ヲ99 O. 日仏7 (J.997 O. ヲ94 。首 993 0.995 。咽 99i 0.9ヲロ 。‘ 994
(己 。。ヲ94 0.998 (J柄 997 O. ヲ81 0.994 0.993 O. ヲ91 0，ヲヲ7 0.985 。‘ 992

j刊 O. ヲ97 0.9ヲ7 0 , 999 0.998 。 996 0.995 O. ヲ99 0.9ヲ8 0.997 0.997 

0, 998 0.9ヲ4 0.997 O. ヲ98 。。ヲ96 。.998 0.996 。凋 998 0.997 
(7)式 山陽東部 0.984 ()唱 999 。.996 0.988 。0997 0.997 0，号守色 O. 守98 0.991 0.994 

;ti 州 。，ヲヲ l ()‘守ヲヲ 0.999 0.997 。。ヲ98 0.998 0.991 0.99弓 o‘ヲ99 0.9ヲ6
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なお谷分三，fUこ合まれる夜半、;が波数の場合にはその乙勾長mいた。このがi，*， JtiúiLiえによる滋令ω政当は

(7) 式:>(4 )式>C G) 式>c 2) 式>(5 )式，>C 3) ぇ>(1)式のト.inで (7) ヨえが戸 1[� l'Q， く主主治、ナる

とと ;b \;Jつ ip _') '1.二。しカい (4) ， (6), (2) 之江) C12 iま (7) :t交とほとんどi主わないωで雪との 4 :;,\0.) 

j鈴子f店主はほぼノC しいと考えるごとが、さきるのしかし，残りの (5) ， (3), (1)式の滋Ùf'，U立 !ìiJ省，J: ~)又

介劣ってし、る。このアとは，I~;分の、i三んね1- 1 ~~-，'j と〆ドj， tlÓの関係そt~ /ρ す 18総と舎 nLt:CJ)iiu íl';;i，出(JQ訳、ノJ、す Utlðf~ とのiË

いはあるが》 古川式14)と (4) 式を HJ'式とみな t): ~ ';f,lü , 総16) iJ; カラマツについて:1';レ/こ結;治と ん殺す

るハしかし -j(.jj(18) がヒ j r-(とっし ;Tl~企討したがJ泉では， (5) , (6) コえが良心し心 'ct~まやや劣ると

i!fべておりョノ人以 ?j-O_コ主とは 寸Aえしなかが， これは によハでh\~長守;ßlíf付ザJ なる土とめと J6 えられ

，;，S 仁

HIU;約jlj(とみたこれら 4. ;i.\:O)ùYi合.It，くとi と紅:JHJ也泌がやや泌くは ているカむそのJまいはわず !VT': あ

るつまた， JlilùH:'í支え，'rJ !Jの H:，絞でも il互い治{立欽 (Cおいて (2 入 (4) えの巡ゐ t~f:.l，ζ治工r ())i'2，い jßみられる

ア とを lí会げばJ;担J:c&，見 rj(，日土っきりしたf41 ， ilj[J認められない l

とのように (2) ， (4) , (6) , (7) 式で})才】 3 れる 4 磁の~&~の おいと後:~.l~' ;S: つけが

-i'.，.. 1 、

j ~c V '(ノ

したがっしγにの段討としてfr!j，I.iJJi!(!!，(と Hどにの/.}-_')すなわら政廷に務 H L ，泌総lζ止す }.L.、!マ浅がどのよ

う 7ょう}';(iTやしているか検討してる入る r と lごした。

しう 。 とじて全体の成長 iこ7討する名

京坊の5己主λ去の \!fìj{.j そjふ〉うてみる。

Table :3マヲコ〉かるようにj白ん見どとの C!~ !とよのいことから(ニレ) 3 Jt!l域安j込み ~C L， "j二 lW{\'r!討を長ご

去に (2) ， (4 入 (6) ， (7) ~えのそれぞれにコいて!{%去の占める \!;.ù 台;.t-Aくめ t:結;R与を'I二lble 4 に ;J~ l. 

手作
"_ 

(2) , (6) 式はともにJ1!~位指紋tζ!支i係なくれitJViが進むにしょがう℃主主むの剖と;t'{'~l-ír):ìくなり(7) ~心土

ご会jiMt;íJjO) 刻 f7 がj"(;i~ì く， tl街iì i1 ì iJ!Jj の割合が1ftぃヵ:そ いほど~Mi，~でおる。 (4) ;i丈は

(2ht 
11: i鈴 1没 1m

対j
〈古)式

( 6 )式 I ~]t 総 りj

( );式 I 11: 総 j明

Table 4. ii'fJì :l見による浅 j~-:- の!上l ぬるおJ {; 

Ratio of residual 乱l110ng the growing stagc 

67 

lア

,IA "、戸D 

49 38 

日 ノ υ Q J 

、，、pιえ ハ'j;:) :38 32 
S8 :58 54 63 

1上、 3 : II 17 ﾆ 、i 、つ、

本 総 ![;j 江)5J玉虫とじて…長官;引でないが， *~~~t~ で lZ 」の ;fJ;Wによるとととする。

9 Ö, I 

、38 、 3
b、 i、，六、 ~，)b. 0 

。;)

8 91 ハJ〈e ー

乙 21. 
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位殺到j の樹高

site indεx ()f district 

資料本数
議} ;総

地 主主 地{立級
b 10 唱土 5 20 ハL é)戸 30 ，.)ハよ" 40 45 50 55 己G

rv 12 0.82 J.85 3. 13 4.36 5.55 6.80 7.79 8.73 ヲ骨 58 10.43 11.17 11 , 83 
I証 M今d 、ゐj L 18 2.83 <L 66 6φ55 8.27 10.05 11.60 13.14 14 ‘ 45 15.62 16.64 17 官 45

fιイずn n フ5 1. 45 3.63 5.99 8.55 11.12 13.40 15.40 ] �. 05 18.45 19.65 20.60 21. 47 
1 11 1. 86 4-. 8~) 7.91 10.86 13. 己9 16.07 18 , 26 20.29 22.16 23, 70 25 , 04 26 ョ 2 ミ

-、!(- :rてJ ら守 1, 32 3.27 5.39 7, 58 9, 63 11.66 13岡 38 14.93 16 , 28 17 , 47 18, 46 19.33 

rv 10 0.89 2.08 3‘ 38 4, 78 5.94 7 ハUハフ .゚21 ヲ.28 10 , 19 11.02 11. 76 12.45 
霊 58 l ‘ 28 3.05 4 唱 86 6.75 8-54 10 , 35 11 ，ヲ己 13.46 14~70 15 , 75 16.80 17.70 

山 li1; 、4三 rr 114 1‘ 46 3.80 6.26 8, 70 11. 10 13.35 15, 35 17, 06 18. "ヲ 19.7己 20.93 2 1.ヲ7

z 84 1. 78 4‘ひ守 7.74 11 , 12 14. 14 16.73 18, 93 20. 70 22.30 23.70 25, 2J 26, 56 
王子 均 266 L 50 3.82 6.31 8.89 11 ぜ 31 13.53 15~47 17.13 18.55 19.80 21. 04 22，唱 3

IV 4 。。ヲ6 2.27 .3.56 4，ヲ守 6.38 7.49 8.57 9, 56 10.52 11.22 11 , 84 12.35 
蕊 20 L 43 3.32 5.27 7. .'l[ 9.30 10. ヲ 1 12 恥 40 13，己8 14, 88 15. 守 1 16.74 i 人 '18

jJ_j rr号京部 E 52 1. 82 4, 18 6. 守呂 ヲ.62 12, 01 14 , 03 15.75 17. 17 18, 51 l 久 71 20.60 21 命 58

1 L 89 5, 33 8.86 12ぜ 32 15 , 21 17 , 54 19, 42 21. 00 22, 51 23.77 24.90 25, 62 
平均 :つ7 1. 76 4045 7.36 10.21 12 , 69 14, 74 16.47 17 , 92 1 弓.29 20.47 21. 44 22‘ 27 

rv 品 4 。開 92 2.10 3.33 4.58 5. ヲ7 7.3.5 B‘ 73 9. ヲO 10.87 11. 70 12.41 12‘号9
直 28 1. 19 2.82 七 62 ら‘ ι2 8. 己 l 10.45 12‘ 08 1:3, 64 14 岨 97 16‘ 04 16.82 17 宥 49

111 跨西部 立 54 1. 52 3.6己 6 “ 03 8‘己2 1 J. 20 13.45 15 , 34 17 ‘ 07 18 , 48 l ヲ.68 2C, 66 21 智 49

I 59 1 砂 8/ 4, 89 7 司 95 1 し 00 14因。6 17.09 19. 1 守 20.92 22 , 45 23ぜ 81 25.06 26.05 
平均 155 i 、 54 3.8.3 も.2も 8.80 11 , 35 13可 74 15‘ 62 17.27 18 自己 7 1 守.87 20‘ 90 21 74 

IV 1, 15 2.40 3. ヲ3 5~ 44 6, ?守 8.03 9 , 18 10, 20 11 , 13 11.93 12.56 13.18 
滋 b 1.43 3.17 5, 27 7, 26 9~ 01 10.63 12 , 02 13.21 14.24 15.24 16.05 16. ?マ

〆立 HM弘Fぬ rr 守ム 、勺J 1.ヲ2 4.23 7.00 ヲA 6号 1 ス 11 11 , 28 ょ 5.93 17 , 23 18.45 19.56 20, 59 21. 37 
Z 12 ス 43 5.42 8.96 i 乙 14 15A 20 17 , 58 19.39 20.94 22ゐ 34 23.55 24.68 26.05 
平均 31 2.01 4. '16 7 、 38 10. 11 12.65 14.77 16, 42 17.79 1 ヲ.04 20, 16 21. 18 22, 17 

IV ムワ 1. 27 2，ヲ2 4 , 36 5.68 6, 84 フι .9 メム 8 , 88 ヲ， 8C 10.67 11. 52 12, 18 12. ヲ6

m 1.4 1.54 4.01 己ゐ 08 7，ヲ7 9.86 1 L 31 12, 54 13, 68 14, 69 15.62 16偽 44 17 , 13 
。ヰ ê. 対1 n 19 2 , 09 札口3 7.88 10.37 12. 42 14 , 58 16.06 17.40 18, 67 20.10 20開 78 21 、 60

1 20 2 , 63 �.05 ヲ.73 12, 61 15.30 17 , 53 i 守 .37 20， 8守 Lつi今'. ム今7 23.52 25開 10 25 ‘ 76 
字詰: 己3 2 ( 02 4.79 7.5¥ 9, 80 11. 88 13.74 15.19 16.47 17‘ら6 18.83 19.82 20, 56 

Table 5. 地域 . ý也

Stem height in each 



訪れb成長副総のj土絞Jiìlニ!こ I潟ずる研究(長~SJ!I)

jti\の::; ;;J')日七申立

す it(王宮 (-! ~'1ているつ

とりととをだい換えるならばp 樹l'ミi[Ì(J[U訟

線(J)滋子dま( 2) , (6) j;¥ ノ
¥ 

:均f? しJ (!tﾜ J1JJ 7゚ JH~ 1:.r \'とつれて懇くなる俗i Ii'勀 

がみられるの (7) 式はヰでは適よ?が )1ム

'iW~ヒ惑いが打点rfìf1íj J.t1Jで 11tく， (t[)式は iJ 鈴

lìíj!jJ ではややiFlいが，各:治J~ì にわた】亡ほほ

-"FfJ. lζE主主がう?イ!J しているといえるつ;全 f主的

な匂IrnJ をぜづかむため池{立jt'í!.6~そ jるみにした

}LJ¥: ごと，グi: 1V1 (."!.:: したの;う三

Fig包 3 て、，15 るコ

このキ!;泉から(りに\:そH弘、て l色村:指数 iζ

59 

よる j;ili{jT: t& ごとの flit;: ~ri:Z J延山総子作成して丸!;
Fig. 3 ir(;ìJ羽による残法の I11めるお[10

Ratlo of res�ual among the grow�g stage. 
域以!の iナl車交合 1"J' う ζ ととしたむ

なお津地位級区分はJ[t;{立指数10， 9m 以下与を地位紋ìV， 11 町 O'.H.9m;.モ地佼紋llL 15司 Q〆'-18.9m そん員t;{立

政 H ， 19略。γ円以上手，l{l， {)'r級 I として分却したの地域どとに求めた地位紋ごとの樹 î';:"6 ~ま 'T'abìe 5 のとおり

(了;ちる ， !s i心地域どと よる 1~lf:ill: :.¥y J{-~.1広であるつ

3ち

3 
ム e 比較に用いる総線式の誘導

lV 地域別樹高検線の比較

古'IFにでお'rl1Mili足長曲線として， j:jijJt~ どとの資料 iにメl られた (4) 式!J~.J1: ~ペ 1こ

ことを示したが， (，1) 式は次のよう してその9f~.ï:Y al b ~.';jえめることができる。

十 bT …句、"""……・…… R ・ h ・."...."-，，.，い宅，..・-…………べ 9)
VH  

係数日， b 土地位との関連iζ'コいて ätTJ\:i\;の窓口はちがうが D. E. J~ECK 20) の指摘がある。伎は 42 林分か

ら 3 本， 126 司王の White pine についての調査を行い千 1 ， 351 Xiiの花 1:治と溺!えiのテ。ータから出!とi.lの総交

動の夜間分析会h ヮているわそれに 変動刻としてのJtlH立総{立 O. 01 '?j /j¥ i!，f;でイTI'Æ1~であり，求められ

六二分散成分;立86只;がi社l{、1:*i誌によって t~;i められているととから，絞(;t fcl:::íJ&1くのノ f タ会 A ン O)2~， llめの1t~: も/にさ

な.lJ，it悶はNd伎のキu;むこ巳，.るものであるとー述べている、J

地法J~11_; ， 1"む ÎÎLi散5jIJ ~ζ求めた (9) 王立の p_江町11 係数と jli2 íi!J:'i!1去の骸)1Jf、)2 Fig, ,1, Fig. 5 "ζ悶ぶしてめるが，

a, b とも地域どとにほぼE主総:[)、であり，地位指訟との lおけど a次関係がいめられる u このことからりの式

の{手数 a， b と j出削足弱( (S) イと伐のように ri，gi{;~ :'fせることができる、J

G ニ (l"lal(S) …弓，."……，……‘………。、………...、，.，.‘ P …"."..‘ 'ι. (10) 

b=bo十九(S) 。日日……"''''リ日早川@日，、一.、，'.，匂 e ・ ‘'川、...・ 9 ・(11)

二で ao~ a.1.多九九 は?をみfずべき係数νであるつ (10) ， (11) 式在、 (9) 式;ど代pへすると次えがぬられ

ブ

';J C) 
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Fig. 4 a と地f立ti?主えとの関係

R邑lation betw記en coef五cient of regression 
(a) and site ind肥x.

鴻
崎
間
部
州
州
制
b 

だ I立指数

Fig. 5 b と地位指数とのi対係

Relation b巴tw巴巴!1 CO日ffìcient of regression 
(b) and s�e index. 

74 2Go+bQくず)+MT5) 十 (/1.(S) ..……,." …・… υ H. ・咽 "'"'0 ・ 6 パ (12)
司/亙

Table 5 fこホヂ地域， i1.t! üL~位そ込みにした 288 京ll.をデータとして (9) ， (1 2) 式ぞそれそれ訟ではめた

給Ji，~， (9) 式のじた;El;)';数が80.8郊であるのに対して (12) 式のそれは的， 0.% となり ， S, ST OYÍ)í 3t数を

導入したととにより p 決定係数rt 18目 2% 増力11 した。このとき， (9) , (1 2) 式の従隠災澄は問じであるか

ら， (9) 式lと S および 81"そ加えた効泉を '[Ji~lぺると Table 6 !ζ示すように 5， 8:Z、をか!えることは極

めて有意であるととがわかったっ ζ の ζ とからi誌に， (9) 式の a~ b ~ま地伎の彩饗を交けることがぶさ

れ， D. E. BECK の指鴻は (9 )式;こも i議 ifJできるものと必λコオl る。

とれらのことから (9) 式の係改( a, b (立地位の影響を抜く受けているので， j:迫佼指数の大きく隔たっ

たp外;米合使って樹高成長曲線の地域lL佼をすると，誤った結論司会wす可能性があるとつ考えられる。

心のような乙とから係数 a， b によって地域の成長綴 ipJの特性.，公判断するためには地位指数をほほ等 i_"

くするえ~あるいは地伎の影響を徐し ， tこ [111線式を導く必姿がある。

係数 a， b からW~伎の影響与を除くというととは成長鎖 f'1]の特性会失わなし、でふj' M1ì織における Y 変五三:

の変動そ小さくすることであり ~':_:l し、換えれば， Y 変 [t~(越さJj な或みを判げることで1与t ，\人j成長[Iîl品目の '1 1

TablEぅ 6. 追加1 変主主 (5'， 8T) の効栄:

Effect of 品dditîonal variables 

変動因

(12)式lζ よる

(ヲ〉まえによる

df S , S MS' 

、3 3~ 150. 3~)77 1 ， 050首 1192

2~ 5710 771-4 2, 57L 7714 
2 578.5863 289.2931 

284 31. 108l 0 , ]0ヲ5

F� 

ハ^L} O'iU 
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iC;¥IN}:MJ ~}の分欲症できるだけ/トさくするこ J でおる υ このためヨ王者は40汁，における悩i\)j-Cぶ

と υて沿いるととそ検ii\T した。

( 1) J'\:{主総{、υ8k2で ，[{J; 可げする ζ とににって，次のよつに夕、iじされる ο

…口(13)

したが二て

b'T". …….，..，.，..."""… υ …日…，.，.… ι 号。……，、，…… (11)

こにむ況はよt1.1佼miffでめり ， a/~ b〆{;t !uIIW,' (C J、り求~Ó られる依欽でおふ〈

まず， Table 5 からく 1 )式と (13) JtO)従属交急 fえならびに HiS モイU2{ú:紋日iJ((戸 ~/.I;れすると (4)

三えにつし「とは Fìg. 6, (13) 式については .F.i g.7 のように以る。 Fìg.6 (ιみられる主tM仇級;>jutM -;-% fJj( 'B~ 舩 

燃は地位指数Jj送主主( (�! S) で涼みづけd る C (~: \'ど t ヲおふ?のように数らばりがz片しく小となる ιFig

7 で，創出'wJí&とも 40':{"C 1.0 点 i こ j去っているが，これは 40 J:j'. G叶1.iJNtj12 地位指数 5 ょしたためで、ある r

l l!\{伝級 f18の関係は~) "'106F-C ややjf1 混;(するが矛 '101:五 1，')ドた;31Hi立t)} ほど 1~~5 t, '¥ 1n!1.，~:なり， 40勾以上下はこ

心 l組係ìAì誌にはる" j:tlJ.i立紋 ιd，る Q))'ttい i丸 uザ伎が i~;，g も平く tÜ;，-1:!lが

法いと 'i5 t:f1!un成汲はJ.'U:くないが， ，.火災が持続ずる j という L火災パタ…ンのjよいで Jちり ， ljS を!fxみとす

ることによって成見傾向の特性は変") --cいないとみるこくこができる" Fig. 6, F刕. 7 は rJi 樹立f!{¥1S ~ζ っし、

て示しアいるが， JÛl:'立級!日!のとの間七?には引)!， l7) ÝI]i，li'Zにつしにどち:全く!同様守あつにつ

Fig.6 樹おと紛:めとの関係 (iL ， 1銭的問)

Relation betw閉口日tem h巴19ht and ag日
(The west of Sanyo d�trict). 

子、igo '7 fl!S?こへせ出店との 1*1係 Ci! I~場:Jtj烈〉

Rel品1:ion betwe白日 (HIS) and age ('1'ho west 
of Sanyo dístrict) ‘ 
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Fig. 8 f と樹齢との鈎係

Relation b巴tween f and age. 

5f~ 286 .rJ“ 

ト{の噛告

Fig. 9 CV と泌総との関係

l~elation b巴tween co記証ì.cient ()f vadation 
and age. 

鈴l内隊寺半校:it こご、との卜樹j泣j!商臼の3分〉』散武;にζ対対今ずる地伐佼、t妬指|じ伝J、♂主紋主切Uの)i逆逆 l数汝でで、~1'進主 JみFづ:け7 プたこ{仏紛t金封，j駒 i応4店匂lJ のわ分、古数文の比 (f) を凶子示j兵ミずると， F引、I'i泌g必岳

8 のよう lにζ なり 1トjぽ1

6, F引r行ig.7 )か5ト3 ら?涜討見寸d}はは主之泊Hにζ も[時明F児J らかで;あるるが，}の il!TI:(ま:全体として 1/800 以~.であり， その大部分は 1/10.000

以下となっている。

また，変動係数 (CV) 与をほi71三ずると Fig. 告のようになる " Jl の足;j 麒-(J:, 全í*として 1596から 295討の

硲聞に rちり，地域jJ!HC (立総絡の初期でく主治 L~ 頂点に:工したあとは樹齢が進むにヲLし、断滅しヲ…え:備に)[1ー

づく伐ipJがみられる。これは嶺17)， iflî沢lZ_';;ドカラマツについて求めた.tJij i~告と共に持Ji減い一定値;ど近づく

銭i匂とは初期の急増gj)分にちがし、が~'tられるが， ]YL札 lと透したあとの銭|副主悶じである。

…~i}~ H/S の場合ω CV (式全体としては 6 労以下と ~)I::~lit {と小さく H の j必合 lこ 11::駁レて 1}5 以下であ

る ζ

さらに Fig 七 Fíg. 5 Cぶしたj樹立fl':Í数と (9 )式の係数と()_)関係が (14) J;~(J)場合 lこは，どのよう

に変るかを知るため，地位指数とゲの関係 (Fìg. 10)，地位指数と b' の関係 (Fig. 11) について総べ

て7みたハこれらの以iか くなるにしたがいゲはやや F がり， グはl:.がる jl長ド迫力らもら才しま

た，地域的 lこは al ~ま菜日本系がI巧い位誌にあり， '1'<11 ヱド;系が低い伎はにあり ， b' (ま j，i(i ~乙談日本系がよ:昔、v 、

位置を占めているごとがわかる ο

[ill必定数については~ Fïg , 4 L F�" 10 ;';i:-，また lil] 帰13í匂士 iζ ついて lふ Fig内 5 よれ窓 口広それぞ

れ比較えすると ， a/~ b l の地域的線分ば a~ b {.こ比較して地伎によるさ:が減少し X 対i方向 lとほぼ平行的iと

なっている。と< iCillH立指数の l:ì:\~l~tのおい13~18m で l立 a!~ b l の大きさが地域性与をあらわしているも

のと考えることができそうで、あるのこのことは H に対し ljS のEをみづけそJ了い新しい変髭 H!S を求め
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るごとができ，地~J女性の分械がある ;têiζ より， (11 b jJ-~~:'l: () "C }., .""" 
j 1... l.~ 

]支できたものと考えた。

地域開の比較つ
M 

Fig. 10, Fig. 11 ;と示すように (14) 式の係数こ;山íjLj 足数シコ :j店主l主的 J1主ごとにほぼーノ立とみられ

i出 J!主どとに求めた (14) 式ぞ)+1いて ndlt主成長の地域1mの比!I'交そ行うこととした。乙さらに地域仁、とに求

0) 

ザヲ

'" 
めた(12) 式および地域ごと，札ド'，LL紋'iJIJ iこ ;J<~ó た (9) 式についても.ff~けそ{:fったっ

すなわふ次の 4 Ti!1の万t1;について校討を1 j った(

j じ i!淡方法 1 地域ごとにJÛJill:紋 ~IJU tc求めた (9) 式によ

方 U~ II :氏どこに求めた(12) によるよも絞

みiζ[ノザしめた(14) 式によるJじ攻hîよTlI : j下uぷごとに地位絞り J二\タ〆7

方法lV ::lむJえどと!こ、十ごトたおから;)<めだくlil) 式によるよじ絞

i丸山j)乙 LiJT:次の 2 条約一そりしてよ〉て r; う

いる必裂がある。

C のように

ざ決ニ 1 : Jt."お(しよう:1 c: --,t 1，) 地主主 UWi{;:紋) OJ主主分散は恥級ごめるひ

条件 2 :デ~;; ;を込みにしようとするときはその域以内〈級内〉 とは凶校級防(t;Jl.~&i ，'\i) fC;訟はない。

しかしながら〉刀法IVは rþ}心総だけについてのおム祭であるに;山:;…タのもっている '1定泌を j!i:: :jjにとi二か

また，法 I で (;t l~l{\L紋ごとの結.~(~~()f し i をととり犬とき?ノト戸、しき古もな

l-{、注ペ/ど検kとのための íJIJ.H.f:条 ftj::if"i}\l たされるはち lふ i也Jj主内のJ:tlH、i1'tUJ Ij-r 
、~予λう、そもっている。したが

ノエ、 予をi生みにした方i1:: TI ，ブ'jÎL illlととにる ωが]校長と巧えられる。 しかしノ‘ とこでは iìír.;J;した 4J丞りの方

fj_~， で品!2:rttDj] c付42絞を fi~ . てみたむなおす JJ7了、IVにつUてはîß.;:パーらがす茨Z1)Lている r とから本将?1J

切ではその結論についてふれる κ とどめ人ぃ

朗
幹
採
叙

-... " 

句、. . 

"_.. -ー)目白一

回
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叫
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;t 1':1. ;:~毛抜

Fig. 11 1/ こ地位Hfi'];えそこの1\%11五

.Relation between coefl�.c�nt of regress卲n 
(bf) and sii 日 index.

~~ 

Fì捻z乱. 1叩O 出.' }と:地(、fけz

E及Z巴e1乱説ti必on beぽtw閃n co 阜ばeB打lic泌ci‘ゴie削11ωnt廿札t of r 己greSS!Ol刀3 

(αrワ) arれ，d f昂;ite inclex. 
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(1 ) 方法 I による地域比較

との;方法は， Table5 IC示す船出;をデータとして地位級ζ とに〈自〕式をあてはめ，地位級別lctむi剣山

の比較を行うことである。このため，地位級ごとに結論がf怒られることになる ο その子)1混としてまず，地

位紋どとに iìíJ提条約" 1 >すなわち分散の一様悦がi鉱かめられたならば， 6 地域全体の共分数分析により回

帰i泊線路の2をの有Jiítを検定し， zとがなければ 6 地域を[i î] グノレ品プよみなし， /:.主があるときは 6地域阪のð5

らゆる総合わせについて法の有無を検定し2 三去のない地域についてグルーピシグを行った。

乙のようにして行った結果の…例として?地位級IVの BARTLETT 法による公散の_.....様性の検定結采を

Table 7 1ζ6 地域全体の共分散分析の結果を T乱ble 8 iと，また，地域の各滋の組合わせについての1t

絞の絡来会 'fable 9 1こぶしている。ただし設中3 西部， 3ff 古 ii立山陽郡部~ 0Jl~))*部そ指している(jコ、後

おなじ)ο

なお，この滋合どの地位紋についても分散は一様であった:。

Table9 から絞るように 6 地域間jではどの地位級についても問帰1'1払平Täi郊のいずれかに有意差功f認

められている。 t創立級ごとに危険事 1%水準でみたグjいピングを号室泌すると次のようになる。

JGi治グjレ一昨プ

地位級IV ~ rÍl陰 e 山勝間~:~ii ゐはj勝三Uii5 グソレープ

近畿切紀州グループ

r j七 [í'Ë' IJI陰惨 1111滋ji'9 )}ßグループ

地位級混{ IÜ I%-'ボ苅.) ,. Jli幾グノレープ

弘前[;"1'1 グ fレ， プ

Table 7, ノ0^rt二日ζおける分散の…+%ぷ: (地位級IV)

Uniform�y of vari乱nce ln the Method 1 (Site class IV) 

地 還記 f :Ed2yx 82 

ゴヒ 46 0 , 73106 o 唱 07311

d! l主主 46 。.63200 0， 0ι32 

iね i51ソ3I 目当 却ら1¥5 46 し Oヲ92il 0.10ヲ93

Lﾜ 持3 J衿~I、 ず叶γ1げ1) 46 0.41984 0 ， 041 ヲ8

.ili 畿 46 0.58153 0.05815 

京己 内{ 4己 0, 63960 O.O�396 

276 4, 10331 

XOZ 二 :Eflll 5'2山一 160.9530ー( -163 , 4994) 口 2‘ 5464

Table 8. 6 泌総[Hìのタ;分散分析(地位紋IV)

Covariance analys罇 among six 品reas (Site c]乱S日 IV)

4変 Lね DF S'S M.S 

1:: jj刀1I ヲ20.1900 ヲ70噂 1900

[ロi j議 Hfl] 主査 5 1, 1372 0, 2274 
-ザ、ーγ，;今ー TIIT ヱ品ーア 5 8ι0330 1.6CJ�6 

;干く Iン j J12 Q$j 60 4, 1033 0.0684 

fln 52 

-26.15/守

-27.6145 

日一 22 ， 0791

--_ 31. 7056 

-28.447:3 

~2人 4950

-163.4994 

Fo 

3.33ホ

23.49*ネ
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Tab!ε9. 方法 1 による地域比絞の分散Jt

VaT�nce ratio in the comparison of the !ocaHt冾s by the M巴thod 1 

Mh 
10' 
iん ヌr

i土 il夜九I!域
IV m II I 

6 ;1J1 lきL
3.33 9.85** ‘ 3 ヴ*水 つ9:3木本

2ぷ 4ヲホ*

jヒ店長 。 111 盗事 i!lj !Vjrn 1.9S 0.41 U.08 L. ?B 

12.68** 1.44 O. 2 z 土/

;1ヒ i待;・ 111 ít~ i1¥J 
0, 1S 
12‘ 02ネネ

11: に:鉱山j )\1ぅ lVi:1 
2.16 
3. ) 3 

1!j 古r;傘東部r:，j "守()" 人 28本 \'.44 ヤネ む。 17キホ

。.02 ;ヘ 33中

Ü_J r~~ ・がち {~l) ~ Jfi 'li;゚  n~fJ 
2, 75 3.09 8. .33ホ* \()‘ lι** 
‘可コ A :3, 65* L 晶、...，

J1i き15 ・近2長ゅ紀州 nn
,30 6. 7日本* 4.00* 8. 、3UノホユK

11. 35ヰ* ヲ.95**

東海。 jど滋間
()町 36 ど川 、;'8ハ O. 日呂 3. 21 
:札 59キホ 7. ?lキ 0.16 1.02 

況室長持;{:G fh I出
5, 40* 3崎己凸 ~3. 65 4~?S忠
。 :36.2¥** 13.0/ド* 3 づ λ.,..;:,',]: 与

分散 i七 .\J'l!tit'l潟間接， ドL誌は3{Z"Uñ i-日 13:1='
然 ~:t 5 5百，料 l 土 1 %ilく海 v芳子j ，没、/すが認められる。

dlぐ;Æ. IJI:;;'-: ・ f.LlllÞ~ .t~:lli -1=if) グ)]./，ーブ

地位級 II ¥ ;lj~号取郊 e 近畿グソi …ツつ

、紀j刊グループ

f 北限. lli除。 III隠EH総グノレ{勺

]{!1佼級 1 l !118努]14m- 近畿グ 1レーブ

k 紀州グJ〆ープ

とのようにじて地域比較令行い，グノレ ピングしたがi架司会地位級ごとに比較すると 1 J志位級IlT， TI , 1 

のグJいピングi土問じ結論となり，楽[1水系表日 lþfliJ系 iと大}}!J できる、!しかし，地!な絞lV 目立 3

グJレ作司ヅ lと)，J}1jされているが含まれる地域が潔なり， iUJ，ÙÌ級IVから I までをA花しての余体i'!'Jなグ】ピン

夕、4を:)-;えると判断 iC ，Ji うととろであるの

(2) 方法廷による地域ょと車交

この Jj?).;iま， Tab!e 5 {ご )f: した {hJ rF5 <:ドデ、ータとして悠j或ごとに合 (12) 式をあてはめ，地域ri5 1t:較を行

ったものである。

まず，条約二1. ~ζ よる分散の十議t.:;[は Xo自の僚が 5.45 となり， 6 ttllJ釘:\Jの分散は吊キ'Ji:と存えることがで

~~ tc.~ 

(12) 式による 6 [jll :lJ主の zt:うらゆる組イ;イコぞuとついて -，て/，--， .). 
,,.,; "j.; _') !噌つ
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Table 10. }f法nによる地域比較の分散比

Variance ratio � the comparison of th日

localities by the Method 立

比較地域 [ií] 帰「1司Æ 手前問 :ðf:

6 j也 左記 隠 4.46ネ*

:11~際 e 山陰。 iDî音15 '東部開 1. 96キ*

jヒ宇， ILi 除。間{Ç{S fI日 O. ヲ6 0.25 

東部・近畿会紀州 {lE 1.99 4.41* 

東部場近畿 r~~ 0.55 1. 

東部・紀州問 3 ， 23宅、

近畿合紀州 1m 2 , 24 4.12* 

Table 11 岳 地域内における地{す級制の分散の

一様性} [回帰分析

Uniformity and regression analys� of 
variance 呂mong site c1asses il1 th巴 ar日as

壬、。

:lili X�2 

[日l1長 i部差 平面nil1宇

ゴじ ?と 8.20 2 ‘ 54 3 ザ、5ミワJ 

111 桧 f入 05 0.66 。局 35

rl, 1'.身内J -;J� 10, 16 2.91; 0, 61 

IJl 阪東部 4.37 4.18 0.28 

ょ日 為時自急む 5眉 Oヲ ;3. 78 O, 4Î 

紀 ,1'1 。， 51 2.52 。凶 75

Table 12, /れよ販による地域11:;絞の分散lt

Vari且nce ratio in the comp昆rison of the 
Ioca1ities by th巴 Method III 

Fo 
比絞 1m ]j;員

回帰問l~ 平iìñrMJ;g_~

6 地 i或 1I当 36.64本*

ゴ七波. 111除. i!lf!格的 。ι29 つ.08

葉、 ß!.) ~近畿砂紀州 nt! 16.47'ドキ

東部島近縁関 2e73 0, .53 

東部珍紀州市l 35.31 ネポ

近銭。紀州 11日 14, 74~院*

(4) 方法rvによる地域比較

交う 286 号

そのj::な来lifうfわせについての結果等. TabJe 10 に

三Fずっ

とのれt fJlさからこの二!líi、によったこさ， 6 tI旦 i或lま

次0) 3 グJレ m プ lと大5JI]されることがわかったっ

!北険 e 山除。山陽f!fj l!~\ グル戸プ

j IL!線東部・近畿グJレ…ゾ

L?己州グノレープ

(3) 方法IIIによる地域比較

このブIi却む:bittJ戎ごとにおのおのの諸j'îf~に ljS

の邸、みづけをした (14) 式により j也右t~*Iえを込みに

して成長illl線を求め，地域IHJの比較を行ろもので

ある。地位級を込みにするため2 地域どとの地位

級官]について条件 1 ，条件 2 の検定を行った結果

を Tabl告 111ご子']\ している。分散 i:Uì地 !Xのいず

れiごつしいく?も危抜本 196でー織とみな言ことがで

きた。

1f tこ， [i~J帰式!lYJの比絞では[口i舟係数閉廷がIJí陽

東部19 近畿， Jl~塁間苦r5は危険itS 5 %で差が認めら

れたが，危険率 1%では誌が認められないので地

域ごとに地位級をこみした成長曲線を求めるとと

とした。 地位級をこみにした 6 地lþ1Zの樹jtJ]成長ti曲

線王えについて分散の 様相，を検定した。 ζ の給

*, xo2 の {ii!U土9‘ 24 となり， 分散はや様と考える

ととカfでさ fこ。

8 地域のあらゆる組合わせについて共分散分;t!T

を行ったが，そのーとな組合わせに温ついての結糸を

Tabl配 12 iと示す。 とのなi架から 6 till~創立次1)) 3

グノレ P プ IC大号 11 されることがわかった ο

ljb隙!悩lÍーレブ
IÜ陽東部 φ 近畿グループ

紀州グ Jいー j'

この方法l立地域どとの半年j樹高から (14) 式 lとより成長曲線を求め，:乞車交する方法である。分散の山-，f.;良

性の検定では xo2 の織は 8.11 となり分散は…綾と認めるととができた。 6t也:Ij1lの主な総合わせについて

の共分散分析の給!:fl:を?乱ble 13 Iこえミした。との結泉から 6 j~lj或は;火の 3 グ、 JL- 白ヴに大別されることがわ

1J' った。
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Table 13, 方法1vによる地域 lも絞心分散[t，

V乱riance rat綷 � the compar﨎on of 1:h日

local咜ies by thc Mcthod 1v 

i刻する研究(Jzi;{Sj!!) 

!北!日渋川部グルア

rJI隊日てう没グ、jν…

i iU州グノレープ
[!:::Hffii'HJiL I 可干川川ノ勺叶哨lほ瓜叩.11削削1司l

Lに之 κ 含記包 4お

-vv 

O ワ 1*均
/，1. ι 

0 , 84 

C9ホネ

1, 87 

89** 

4 , 23* 

'" :l112 主 任主
ゴ t}，i; φdííザ・問{Ç ~京総

jヒぬ砂 dí liit 匂 E1~i{~) i'i-n

耳官。 ;/i.f及。紀州 lirj

交部合えで幾r;ii

民間1ψ 紀州 nrd

:iJl後・紀州!日j

JlfZ t出Sちとムじ地域開の格í;1第成長除線の比較、方法の検討

ぷJif!ÍでよttJ~:it;0) !í'，1と，与il~1)れるデP タヵ、 ì:J 4. :H 

11: 75;ぺ没7r:: L~ それぞれについて泊以 1t 絞な行勺
。内 2全 l

。‘ ~'jO

f:: o 人:tJ; ど正 iと得られたJr)JJ波のグャピング)i-P fr~~

ど:まとめT 'I'ab]e 1-1に;r:してし、るカ九 ;{jL L: 大

ふり9**

, hN~l1Uc\ ら ~F '!ど 'Ji{)21Vでのグj ノ h ピングの内容はIfi] :.:とな l) ~北

にら 111f>>ÏJR可 /iY 3 Jt!~淡泊、誕百人、5れとして，紀州消滅が来日本系こして予まだ r.J.JK0} TH -;;r~，近畿地域が rjl

カ ιγ 二 i \.こょっ亡くくられた民削戒カf グ/1/，'ー 1-" ングの

I n, 

丹波を刀、している、

刀法 l の地位紋1[，

Tab]e 14 , Lt'ji吹刀法どとのグjい叩ピンノデ止〈主主

Grouping condit�n 匤 each comparat咩e method 

川V
U
U
げ
げ
1
υ
u

ぬ

u
n

v
Vパ

p
f
k
司

l
r

間
一
束

予き

T'託ble 15，グ jレプ r;.q JJ [口i 舟 %-Jj 県

.R日suJt of regre:百8.10n 1n the g.roup 
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l間系として 3 グループlと大別された。

しかしながら， /問主 1 において地位紋IVのグルーピングの内容が異なっている。これほ〈自〉式のず[二1jー

として地位指数の低い成長曲線のj依カが弱いのか， ，11隊東11G~ 近畿の資料本数が!Þいため成長協線l乙 r''l

てEずべき地域の特性iと欠けているのか3 それらの点を明らかにするととばできなかった。

Table 14 fと示 どとのグループのそれぞれにがついてグループ内のtft定式会求めた。そのあ!;

:尽を Table 15 Iと不しである。 クツレープ内のいずれの推定式も泳常に i践し寸n 関そt- 7j~ しており， 従属変援

の変動の99%以とが説明されているととがわかる。

乙のようにして比絞ノV法どとのグル…ピングと，グ/レ{ソ。内でのlitJじえは:JとめられJ たが，次のi段階とし

て比較方法のよしあしについて判断する必裂がある。捻定しようとする式の裂はちがっても， [ül じデータ

を;'fjいてグルーピング弐ーしたとき p そのグルーピングの内手立が悶じであるときは捻7左京青皮によ円て判断

し， Jごみザてヤヴ
、Ç5 C じり引の

しかし，いままで進めてきた検定では，方法立とケ法llU土 Il1j G ヂp ・告を{去っているが， (12) 式と (14)

式とでは従属変盈の内容がll~ll.なり，また従潟変:滋の内容が同じである1iìt 1 と方法Eで l土推定àb線の数が

異なっていることから，捻JEJ:の精度，すなわち本tl潟係数， w:約関係数をそのまま tliJ ïf~~の tiむ:精度として

使う乙とはできない。

そのため， さきに (8) 式でた:議したfl]除i指数の二乗 (Cf2) そ fit定精度の指標として， データ与をそろ

える必要からク、 jレ…ピ、ノグが{也の方法，池の地位級と異なった内窓となったiill位級lVそデータから除外し

て，地位級 lll ， 11, 1 についての推定山総会各方法どとに求め， i骨j高と推定樹高の煽斧:から CI2 を::;1どめ

た。その結果をまとめたのが T旦ble 16 であるのなお， ~ ~きにあげた方法IViまililの -/'i 'ft，; に比較してデータ

が異質なため?比較方法の検討の対象とはしないこととする。

;土i法 地 l戎系

裳 11 À~ 

I 110 

議日本

霊長 !i 本

II ιド 問

表日本;

主義 fI ノド

1旺 rm 
表日本

表日本

れr

まミ日米

n : )鳴いロれたデ，タの数
K: 泊いられたt#.J:主王立のま没

Table 16, 詳舵t 1定江 ;精古 i:交E の 封比~ i! 

Cむmparisor投1 ln th記 accuracy of th也記$鋭tir口nat討ion1 

少E l( I 
f主 �2Cl1--H)2 
(m) =�2d2yx 

108 3 つ 13, 18 6, 8401 

7") 3 :2 13, 53 3, 7838 

:36 3 2 1:3.85 1. 0225 

108 4 13. 18 10 ， 6ヲ 1 .3

72 4 13.53 7. .3己も邑

36 4 13 “ 85 3白 38~)4

i08 2 13‘ 18 9.0372 

'/2 2 13.53 4, 5403 

3己 2 13勺.85 1. 1058 

3己 2 13. :29 0.9685 

24 l 2 14.05 0, 5378 

12 L 2 13. 19 0, 3206 

[:滋íf式のjijüì:巴 ðr数の数十 1

l-~-~~;- CJ2 

(m) 

0, 259 江 9987

0.239 0 ， 9告白ヲ

0.1.85 0.9994 

0.321 0.9980 

0, 329 G砂 9978

0..325 O. ヲ978

0.2ヲ2 。前 9983

。捗 255 O. ヲ986

0, 180 0.9993 

0, J 己9 0.9991 

0, 156 0.9995 

。ろ 179 O. ヲ9n



69 1) ぇほj ，oko) J;γJ人々は、;こ iX!る:引先( 1く

、こよ

)jj:J出 q にも) Jll~ b~ }i~ ;;jれどもて[ハこちがしゅ〉

工々 iLn が lわや

トよい7〕笈~j~iJ 心(-こ λ仁、お

ロれ?校/十日)Ì~まわすか lご 0.22%以トで;おふ

0， 9臼78λ:，( jC12 A_ -fι" 
~ ð;μI~ ~~(本

oズらつFP しし「ケふると

?と~:) t', ~亡むy 

またきハj ぷとのる三とので系こ.:1:絞して_.'.:)ゃ1\\(ら手、オし

むつ l:..)
，二与 み可

1， 、..、lJ'L'ん 11 でI ， íj.j安心f) f~f{ iÎせであり〉CJ2 

でさ"，f'} )JU~ 1 ~ )) i" ) γ うじてみる) .Ht\i::;:も糾し'，':-r"~しからむ jt車交ノlJd:.、(i)後五/につ

とも;とくとあるこみでさしかえないちのとむる、1;1): IIU土 tti ，cJ ーからみたとき，H
u
 

i
 

!仁 Y こでは"可付与、除去のは払亡、小む i 己絞りム!l: Q)没ヲのよす:!'f .市 [j VC)むいてもえい，.
、

、J

A ふ，

ム c

t
d叫p

h
 

i
 

e
 

i
 

して!日lL グJν…ピンゲ、とはから余Ji日ノ、

、、 ョーノUlL 1 [J. JU{)J( 殺ぐ l:1 こ ItJl長住之-':~;~宇.~ 

ぺのたジ_;ij J- ましいよ二院の人?こ//' 1:...' ~-~ 1': ケ)，
、目、'ノザー ζあなし午j':i も地{{[;f}J. IV (j:ぷ紋と!j![~.な

)jìJ:l1Iで f :t 1 であ。 ruぷ;， 1:CD 1虫と 11 "つま 3.丸なし、 II 三ノj;'}; IJl ，!，.絞っl' るあど (j

とから ノノソレーブ内心者!うど i甘、Jνと i:k.:./) 、まじえ).....)jgcD ι 話、こ， その主主 1士 liiに什u" 

J コ

ぞえよ〉わ討て )JiLillの }J;が主た， ::-nずか、とあるが捻紡!立も )j ;，tmj)~I:':;" . i i'i でおろ，l-，辺、わ ~~t ~ 

れていると )-_-1 える、

:こノh しに Ji，汁分析必裂な 2 を)'/グ7': '_' 
/' '-'..:..' てし合(.，:，ll がなさ

、 今 ，、 下前 p 

、 ;'j !_ ~:) J.) H}、 7))

(14) jむこついての 2)Ji1 砲によ心主 誌でおりドi二そ(1 4) 式について品17いしているならば?

してし、之、 L き(土方法廷によふ(12) えに-川、ての去作 1~6 r工だノえず，

l も l:. Z~~ 才 Lでし吋三いならば 1 により Jißlij口なとよ cつ Jt日浅よL校:;:. i.í オコさ、i ノむ、 i (12) ;r\、j と

?なし

i 川.少のJilJ {{( ,-, -ーム イン一一 ιA ド位当主主広告， うむ(--:ì ノ，tFo~(rl !μ 【 ì:また， :bJJ)ぶととしつ、!と却【'{jヰダ)クごすると

佼も líぷ刀~そ U) .7'/~ …ングp{つは J (.9) ょに lζ よる j';jidUlメ:えもるであ、/V 、交がし?

C) 0)がられ号 uで;包う/ウハ

修正指数総線設による比較V 

/ ち JJ， .1<..... at/ ; 土JtlJ，(!dá波 1 1I 1 ，r.みの fVl誌の際} J/ イドプj(7)式 rs‘わ 1ニ iiT;X'iI

長与えめ ω りに :_L~ く IlJ いられているつ K と b ;主成長良j廷の去の訟にt よな 3 ニとから K ヨ丈は bωIII:[V)

ンの \:ill l.武村'〆子-r u海J している oた iJ\(.しよって屯えj正ノ f タ

(7) 式においてiHτJちCJ及〉へ: (9) :rï; CD 対!メ紋;ま llG.i主:~: 0) i主!1x-、トし、二二ゆがわか吋て l 、

かおかを対!ノ;必設かiE? 仏 h 二 J出、文二(~) I!lJ:ネ.'5:-11今 )1 下して:十ù~l ζ タ ン(え)平

くE， C 、 i主RYANT('7)式日)パラメ{タじて， t1\l1:\:ごと j前日立ごTnble 5 0対必ず刈

lti! f、日長男ク;との 10J 1X~~: ト、 jg. U3 1こ '.1、して.'}えめ守 b ~:_: :J:Lt~ 1.¥[ ii:':f !i~ L 0)鈎係会 Fig. 12 ;こ，A:}、、←，ぜ， " 
Jj /) Ch、、久

次 I不

d と Jtl{ïL H二わ:しり

司〉:17ニ j{ '1自ら，lz: j'::Õ{殺とのも L

このとき，認められ， (9) j'むと irかどC b, K は!iJ1，恨の彩子守そ叉 ;J て71 、 rふことがわかふ J

関係は K と a )..の !!:\J ~こ ;W'、止に íf 弘、約1'*J潔係があ

:f fコド、) , JIIJ) 長 -Jl ;，こおいても h と却;iír.Hi]jJt と

ぽ:~.T n~ij じイ〆と fよ，、;し〕

本~l)りの r i(~;] Hf t火山IA;与式の K

ごニカ、ら， Fig. 13 

このように (7 〉式の[{、仏 b が地位の:;し待_，.~;:，三げているこ三から，
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tt~ 立指紋

Fig. 13 K と地位指数との関{系

Relat�n between parameter (K) and 
sit巴 index

).~むお甑

Fig. 12 b と iili位指数 ζ の関係

Relat卲ll betwe巴II P乱ral1leter (b) 旦lld

site index. 

税引二滋を判定できる j という主た占告やE的 lこはIr1h記号ふまたは b の大小

論旨は厳i討な窓味で 1:1:， J4hはが等し t，"，といっ 11反られた条{ll のもとでのみ.1.E しいと考えられるの

Fìg.13 の主1M九ごとの*Jl!分奇 X 絡にほぼK および b から地伎の J1t響制治くということは Fig， 12, 

、iLf7にさせることであり， (9) 式では 1/5 のヨまみづけによりほ brfi!ill iえした ω

(7)式の y 変;忌 iと I!S の t長みづけぞP したとさき求められるパラメーク Kf ， al , b i と (7)式の H， a, 

b と OJ FdHと

b! ~"b K f('口，
5' 

が成り{r.ち ， K , a は 1/5 のよ官みづけで変化する

が b は袋、らない。 J{' と地位指数についてその関

". 
l 陀斗

弐一一 ,/ υ" 

4 鳩山 1

そ
J也ム ..', 
�.. 

係を抗日~べたととろ， t出l位指数のi:f勃!!とともに J{!

は減少する右 l、 lつの 次関係になり ， K と地位指

数の島署係とはjきになったりこのことは (7) 式で

はつけられfご l!S の Fをみが適当でないためとっさ

え 1! ~F!f cJ) iji:みづりを行うこととした。とのとき

得られるノ f ラメ タ K!I， a// , 1/ノと K， a , b と

の問 lと次の:沼係式がnJZ り Sr. .二)。

!;，;口 b4 a ノK!'= 

Fig. 14 K /i と地位指数との関係

I之官lation b日tween parameter (K") and 
si.te índe丸

求められた K'I と地i\L指数の関係をノF したのが

Fíg.14 である。 Fig. 13 !ζ 比絞して;絶滅ごとの



1M (:jl!x，ぷ rlb 紛れノコ比~~<(jj iJ; (，こ関 ~J- る研(廷の ì)

JÇ/! のノ、きミJつ、 Lっ，1"1江主主どとの KI! しえiじがノドご5 くな〉だとl/i. 線分;ま X 申Iltζ ほほ

が rÚlJ!;誌や十をよららわしていふも cD と〆与えるととができよろ。

の疫の向いf制、ょJH致 H-18この結果と l五jオ;Lでのグ!~" ピングのど1糸をと氏わ手“てゐると，

らばとみてさしつヵえないも6.8'" 8 f(l! が 8 ):)， 1のならば来日本系， 6.8 Jユドならば表 7t心丸

。〉、).-，才L る υ

I./'C, 60よ1>J: ま戸))の Kノ J の:叫によるグルーピン ;.:'/"{:t ，百五 401:λ、 lノ 3

樹高唱ととったお f?であれ予 :b11イ立!託数:会、すlMii長"ヂ…タ U) 材の符Ill I , 1it � -ri;交tltl線の求めλi" 7J)災なる

窓7Jj必~IJ5 であると J(1i の{也がさとゥで〈るしと

めと訪
A帆VI 

十社!日Jiïtjjむ H1似の上LA!Yソij ;ì-L~'ζ~，)t. " "C ， ぶ列 \(1'1間的におけスヰ:'1とついだ牧口 jヰイ!なった υ

7 絡のら1 ，ミ JIIí，[0: it!i j:ií(のうち?仏心和j又がよくまかっl 口 I!)ì}分析が怒(;1)まえを、ごJ 住絞ミとイ了う〆

;包イ立Y& ごとのと ωCz1f系在四 12; くため、HA'ÿ士 d 、 b Ll111H立と ω~~係がp~ い」と/))ら，こ♂〉とき、ととした。

(12) 式lこぶる丸H之);HD~(変次J主持入 l ノ(9 )謀、 iこぶる it!Jj或上七校(刀法1)， (4) 

i士fニ (14) ;え iとよと.Jm h品;名曜日主主 jL絞 c庁iL ll) 含 (4) 

さらに illi域どとの、l' 均 J計五:J の(14) 式 iとよ Q地域Jむ絞(方法IV)ω4 万ィフ:を倹討 i ノたィlH)ヲ

た fL れているならは立11，1するk見!\貸料がと己れているときは e カ t): 1Ilその，仏果，

ついご n が民， ノun.I し;: ;j'仁り好ましし沙じ絞刀法ではなか♂た。まがええも後れたiた絞方法なあわう

だ 3 JDIIJ~)~ どにL: O} 、制 r';:';) のみが与えられた -tf の jJ，~佼 }i1JヘとしてはJji};IV ~こぶることが虫':l: Lk'o 

為 mによる地域J七のff;h'~I_R~γ 1 ()) j(十il {\~c ?rl~ rv'ω結果;2:弘、いた仙の )/{'1~o)*hよいも同 じであるが?

61役主にういfてい f二 Jl; j村 i!firH'引, 

ほ:::í' -~jf(-~ る，) -j;こだ， rIJ限的泌が!i水系 :;c ，~，ナ治j .!S .j している}，.:~~ ~ζノ川将司l:!必ずるが点本スオ、はJ主H1木糸 IC

ìIiい成長ftjj 戸jて?あるといっノにふく貯のお7入のある」とを考えればつなづ ìJ t.ì..い ι とはなし ìC

またq 悠 1じ指数:泌総のノマラメータ fに a， b {) J;t[1. tなのよ三殺が之けどおりヲ ζ の 1\11忠良式では

付けることにより，そのの;え郎介役 IIえり会く ζ とがでさるら，1 がわかゥた c

?はられる j(" ， rl"", b 0) KU 0>1憶が 8令 o ぷじではお H ントゴミと夫 6.8 以 F 亡、 (L})

とができそうである。

ト
位、の五1 み f;j^ :iJ

H 本系

}れらの方法によって， ltl\イ的役欲的総iJ1い二作製する地域グノシルザプ Ci) jHü .i

き， さらにはJI:x. f!~1，との;尚用地j点/日食討する Jl.1合の~ つのjヨ僚として役立つであろう。
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Study o:n the Method. i設 the Comparlso:n of 1まei事ht Growth Cu町総

一-In the c説明 。f S日以 (Cryptomeria japonica) in the 

由。祖thwe担t of Honshu Islanil.一一

Ke:iichi HASEGAWA (1) 

「

、、ummaヲτ、Vr 

How to compare the height growth curves was discussed in the way: On the 

basis of the c1�matic conditions, the south-west or Honshu Island was divided into six areas 01 

Hokuriku, San-in , the Wεst of Sanyo, the East of Sanyo, Kinki , and Kishu , t Ì1en , th巴抗日rns of 

tb忠 告社mpl巴 lrees hom tb忠告色 areas by plotless research wer巴 an品lyzed for the comparison 01 

the height gτow1:h Cllrv日S .iτ1 each area. and the characterist兤s of th巴旦r巴as Jn relat卲n to 

height growth vvere discussed. '1'h日 T時ults of the díscussion 呂re as follows: 

L F1'om many equations fo1' the 日8th日前ion ()f height gmwth curve which have been pro胸

pos世d so far , 日記ven equatiOl1S of diJf日rent typ忠告 W巴re s己lected and h日 gnnvth curvεS \Vεre 

obt乱ined by me且ns of thel11. As the result of the examin旦tion of their ntJ民自民 the iollowing 

four equatiりns \v日r巴 reveal巴d to be superior to the otheτs in the accuτacy of the estimatlon, 

Rece�ed February 2, 1976 
(1) Kansai Branch Station 
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H 'a +brJ + b2 •.• ,.. """""" ". """"" ",., "",."..,... ,.,. .".. (2) 

,-( 4) 

f{ 詰 日(詰〉

リ…昭…ぃ……(7)!J1 , g., abl 

W�h these equatiotls, it was exam�cd how the crrors, i. ι ， residuaJs of t11e estimatioll 

\1îlCr巴 distributìng 匤 accordancc wìth 且g巴 gradと The rat� of res�.dual ,increasec1 匤 accordance 

with t1le increase of ag;e grad巴 in the case of IIqu.:.::Ltions and (6) , the :resídu乱1s C011ccn tr品ted

in y日 u.ng stage in the c丘se of Equation (7) ァ and th日 distrìbutkm ()f thcm was !11ore CVCJ1 

through the stage in th巴 casc of Equ品tion (め than by ally other e王juation.

2. ノ1'\8 乳 resulに the he�ht growth C¥lrves of the d�ferent areas ,vere comp己主巴d by means 

of EquaJi.oll (4). 五守 U正ltion (4) can be mο<1 î 抗日d as foJlows. 

a+'oT 。‘・"‘・".・…‘…一。"..，.リ色"…"，，，，. ..,.……… (10) 

1、he coeffícíent日(1 aγld b ln thi自己q11乱tion have relatkm to the characteristics of areas and 

the first grade relation caIl be recognized between th08e coe最icients and the site qualitics 

(Fi 只Sι3 and 4). '1、.herefore ， when we try 10 compare the height growth curves of d禛ferent 

site Îndex , it ﾎs necessary to 巴liminatヒ t11e infiu記llC巴日( sitc quality jτ白河l C日付'lìcìen 仁

Now, if t11e H of Equ乳tíon (4) j ち multipli巴d hy the r巴ciprocal of sitc ind日x (S)(the height 

at 40 years old) , 111081: of thピ problems concerning the rdati.on betwcen the にocf6.ci(うnt and site 

qual�t:y (Fig比 5 ， 6) ヲ， and 10) can be eliminat:ed. Equat卲ll (4) 18 modifiecl as follws: 

日'十 b!T"ぃ……日号"いい 0 ・'"…… υ ‘'‘'ーもい ι 一‘'‘ も司..(16) 

1\ムs th巳仁oemci巴nt日 d 乳nd b � 1毛quation (10) havc a Î1l'st 符rad日 γe1 atioTl to site index , 1:11c 

follりいパng cqu乱tion can be 乱日sumed.

G 口氏。 γH'llS守 h=a ,;, +b1S 

Wh日11 th18 equ乱tìon is substituted inl口忍quation (10) , the equation 﨎 obtaínec1。

b08+01 γ I b1T8 . ・…….......，..."..内 e ・ 也 時 E ・・ a 川崎 (13)

3. /¥.8 t.he rn巴thod in the compari"on of hei詰ht curve amollg various areas, thc 
Iol1ow匤g four methods a[c proposed 工o JJ1akζ， up for the differenc巴 betweel1 the va.lu忠 bv t� 

equation ancl t.he data ‘ 

.Method 1; Areas 丘re compared by Equation (10) in each s咜e class. So、 ìn t.his method, 

theτe is a ]Jossib�1ity 1:0 bc ab1c to obtain the result of tbe con1pafﾌso11 ()J: the 

areas whìch 日re d.ividec1 by the unit of s咜e quality. 

Method n ・ Areas are comparccl by Equat卲n (13) 

M.ethod lli: Areas are comparecl hy Equation (1 6) , add匤g class as a f旦c t.o-r.

Method IV: Areas ar巴 compar以1 by Equat卲n (16) , us匤g the height curves which 

¥vere averaged ﾍn each arca. 

Adopting these four methods, area，き were cOl11pared by means of covar i.anぽ削除ly弓is usin記

treεheight 011 巴司く h aτea and site class (Tahl日 5) as the d旦t九

As the 1 巴8ults 01 this, six 註reaぉ in the 80uthwest of Honshu are clivided into the following 

thr配色 groups except Method 1 乱nd si�.e class IV 

Hokuriku , San-in , and w日st of S日 n-ìn 品re呂、，.，Japan Sea slde typc 
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East of S昌nyo ， and K.inki ar思a ..ー何.，.......…...内 .Middle type 

K�hu area.... 匂........・".，・ ・ 4 ・‘。.. 。‘・ー，… Pad:fìc Ocean side type 

111 the cas日 of by Method I and site dass IV, west of Sanyo area is ínclud吋 1n Middle 

type and Kinki area is in Padfi(、 Ocean sid巴 type， and these are different from the rεsult by 

。ther 1TI.ethods and sit巴 class

Here, the accurades of the estimation 匤 c乱ch group wer己 almost the same through cach 

method. Therefor巴， as the method in th日 cornparison of he刕ht growth curves, Method 混

would be best fol1owed by Method II , because the tr日atment in th日 covaria11ce analysis is 

ea3iest in Method lli. Met.hod 1 would be infer�r to other methods, because the differ巴nce 01' 

grouping 13 liable to be c品used by the difference of site cl且sses.

When the data ar告 given 匤 terms of the average ì11 悶ch area, thc comparison by Method 
IV �8 most dεsirable. 

Equation (7) which is widely used as t11e gu�e curvc of height growth curv日 was also 

discussed. A clo日e r巴!ation is recognized between the parameters, K, a, and b in Equation (7) 

and s咜e quality (Figs. 11, 12). As fo1' K and a, this 1'slation is eliminated by mult綠lying 

11ν-:S to l ft, but as for b, it 﨎 not solv巴d by this way. The valucs of thc parameter, K'i 

which is obtained after multiplying 語 is regard巴d to express thc characteristics of thε 

areas. vYhen its valus 﨎 larger thall 8.0, t11e area of lt could be regarded as being included 

in Japan Sea sidc typc. And in the sarn色 way， when it is smaller than 6.8, 咜 is Paci.ftc Ocean 

side type, and in 1:h巴 case of 6‘ 8~，， 8. 0, lt is lVI�ddle typε(Fig. 13). 

4. Now that height growth curves have been divided into 1:hreε t:ypes， it might bc desirｭ

able that the yield table of C. ja�onica stand in Kinkì ・ Setouchi ar日a which hav邑 been obscur巴

80 far b配 modifì芭d， alld th巴 adaptatio11 of thc yield tables now us巴d in each 且rea b巴 r巴ωexamin巴d.


